

























































































































































































































































































表 1　がんの部位により治療後に特異的に起こる症状（高橋ほか 2016: 102）
「がん患者」になる、 「がん患者」として生きる
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１）国立がん研究センターによれば、全部位 5 年相対生存率は 2006 年か

















































には 49% に減少していた（厚生労働省 2012: 8）。また、診断後も「同
じ職場の同じ部署に勤務した者」は 55% と半数を超えるものの、同じ
職場の違う部署に異動した人も 13.1％に上る（ibid. : 9）。
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